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 平成元年度にマリノベーション構想で海部沖合に設置された浮魚礁（MF-4 号）の効果判定に資するた

め海況および魚群量調査を実施した。 

 

1 調査方法 

 1) 調査期間：平成 2年 5 月～平成 3 年 3 月の間毎月下旬に 1回実施した。なお,8 月は荒天のため欠

測した。 

 2) 調査項目：一般気象および海象,水温,実用塩分,流況（GEK）,水色,透明度,プランクトン採集（丸

特ネット 150m 鉛直曳）,卵稚仔採集（丸稚ネット船速 4 ノットで表層 2.5 分水平曳）,魚群量（日本

無線製湿式魚探により船速 9ノットで定線上を航走）,操業状況調査 

 3) 調査定線：図 1および図 4参照（浮魚礁を中心に 500m 間隔で桝目に調査） 

   

図１ 浮魚礁の位置 



－2－ 

2 結果の概要 

 1) 海況 

  表1に観測結果,図2に水温の推移,図3に流向-流速関係および表2に動物プランクトンの出現状況

を示した。 

 （平成 2年 5月） 

  潮流は 0.2 ノットの弱い南下流であるが,塩分が表層で 34.9 と高く沖合系水と思われる。 

 （6月） 

  潮流は 0.2 ノットの弱い南東流であった。水色 4,透明度 20m と良い水色であったが,沿岸内海系水

の張り出しによるためか,塩分が表層で 33.9 とやや低かった。 

 （７月） 

  潮流は 0.6 ノットのやや強い西流であった。水色 4,透明度 24m と良い水色であったが,塩分は 6 月

よりやや低く 33.6 であった。 

 （9月） 

  潮流は 1.0 ノットの強い南下流であった。沿岸系水のため水色,透明度ともに悪く,塩分は表層から

10m 層まで 31台と非常に低い値となった。 

 （10 月） 

  潮流は1.0ノットの強い南南西流であった。9月と同じく沿岸系水で,水色6,透明度13～15mと低く,

塩分は 9月よりは高くなったが, 33.4 前後で比較的低めの値であった。 

 （11 月） 

  潮流は1.1ノットの強い西南西流であった。水色4,透明度25m,塩分は34台で沖合系水と思われる。 

 （12 月） 

  潮流は0.5ノットの東北東の流れであった。水色4,透明度28m,塩分は34台で沖合系水と思われる。 

 （平成 3年 1月） 

  23 日と 28 日の 2 回調査を試みたが荒天のため観測は不能であった。ただ浮魚礁の位置がかなり東

寄りに移動していることから強い東流でないかと思われる。 

 （2月） 

  潮流は 0.3 ノットの弱い南下流であった。水色は 3,透明度も 26m と良く,塩分も 34台であることか

ら沖合系水と思われる。 

 （3月） 

  潮流は 1.2 ノットの強い南西流であった。水色 5,透明度 17m とともに悪く,塩分は 34台であること

から紀伊水道外域での沖合系水の左旋流とそれに伴う沿岸水の南下流との混合域にあったと思われ

る。 
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図 2 水温の推移 

 

   

図 3 流向-流速関係 
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 2) 魚群蝟集および操業状況 

  図 4～13 に定線航走時の魚探反応による魚群状況を示した。 

 （平成 2年 5月） 

  目視観察では浮体の周囲でシイラ（大）が 10尾程確認された。魚探反応は浮体の北側 800m の範囲

内の 10m～20m 層で,南側では 1.1km 程度の範囲内まで点在がみられた。魚種はシイラでないかと思わ

れる。曳縄漁具による釣獲試験を行ったが釣獲はなかった。また,操業船はみられなかった。 

 （6月） 

  目視観察では浮体の周囲でシイラの蝟集が確認された。魚探反応では浮体の南 240m の 20m 層でみら

れたのみであった。操業船はみられなかった。曳縄漁具による釣獲試験では浮体の北東 200m 付近で

体長 42～45cm のカツオが 3尾釣獲された。 

 （7月） 

 目視観察では浮体の周囲でシイラ（大）が 20 尾程確認された。魚探反応による魚群はみられなか

った。曳縄漁具による釣獲試験を行ったが釣獲されなかった。シイラ釣りの操業船が 2隻みられた。 

 （9月） 

  風波がやや強いため目視による魚群の確認は出来なかった。魚探反応は殆ど全域の 10～40m 層で部

分的に小魚と思われる魚群がみられた。曳縄漁具による釣獲試験を行ったが釣獲はなかった。また,

操業船はみられなかった。 

 （10 月） 

  目視観察では確認できず,魚探反応も一部海域で少しみられた程度であった。曳縄漁具による釣獲試

験で尾叉長 36.5cm のカツオ 1尾と同じく 53cm のシイラが 1尾釣獲された。また, 操業船はみられな

かった。 

 （10 月） 

 目視観察では確認できず,魚探反応も一部海域で少しみられた程度であった。曳縄漁具による釣獲

試験で尾叉長 36.5cm のカツオ 1 尾と同じく 53cm のシイラが 1 尾釣獲された。また,操業船はみられ

なかった。 

 （11 月） 

  目視観察では確認できず,魚探反応も 20～30m 層で点在がみられた程度であった。曳縄漁具による釣

獲試験を行ったが釣獲はなかった。 釣りによる流し釣りと曳縄釣りで計 6隻の操業船がみられたが

釣獲はされていない模様であった。 

 （12 月） 

  目視観察では確認できず,魚探反応では調査海域の 15～20m 層で点在が,また 50m 層でも一部みられ

た。操業船はみられなかった。 

 （平成 3年 1月） 

  23,28 日の両日調査を試みたが荒天のため浮体の確認にとどまった。なお,操業船はみられなかった。 
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 （2月） 

  目視観察では確認できず,魚探反応では調査全海域の表層～30m 層の間で小魚群と思われる反応が

みられた。 

 （3月） 

  目視観察では確認できず,魚探反応では一部海域の 10～40m 層で小魚群と思われる大きな魚影が,ま

たその他の海域でも点在がみられた。操業船はみられなかった。 

 

            

図 4 魚探反応による魚群状況（H2.5.29）   図 5 魚探反応による魚群状況（H2.6.22） 

             

図 6 魚探による反応魚群状況（H.2.7.26）  図 7 魚探反応による魚群状況（H2.9.27） 

             

図 8 魚探反応による魚群状況（H2.10.29）    図 9 魚探反応による魚群状況（H2.11.22） 
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図 10 魚探反応による魚群状況（H2.12.21）  図 11 魚探反応による魚群状況（H3.1.23 1.28） 

            

図 12 魚探反応による魚群状況（H3.2.18）   図 13 魚探反応による魚群状況（H3.3.26） 

 

 3) 漁獲状況 

  設置された平成元年度においては,魚礁周辺にビンタ,カツオおよびヨコワの漁場形成がされまとま

った漁獲がみられたので,魚礁での漁獲実態を把握するために,平成 2年度は標本船調査および聞き取

り調査を実施したが,シイラ,ビンタの単発的な漁獲はみられたがまとまった漁獲情報は得られなか

った。海況面でみると平成元年度は冷水塊が東遷しており回遊性魚類の移動時期とも重なり,魚礁周

辺に好漁場が形成されたことが考えられ,今後,黒潮流軸の変動と魚礁周辺の海況および漁場形成に

ついて検討する必要がある。 
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表 1 観測結果表 
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表 2 浮魚礁における動物プランクトンの出現状況 

 


